

































渡辺 (1990) ではJJl~J 注において、「けっこう j について、若い世代の間で「誘導副詞 j とし
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では、「マイ の語との める者が少 yなくないようである。!とし
(l卯1)で行すっこう j は、 f程度，数量Jという大き
J というカテゴジーに分けられている。








と、二の誘導部詞としての fけっこう j について述べてい ωs
また蓮詔は、ヰ1I~日( 991) で述べられている、「けっこう Jがもっ「断定的なものの
方をやわらげる」という機能についても、 gJ分の予想以上;こ、事実はそうである
あるJという言い方をすることによ号、話者はその最終的な真偽について、判断の



































































気配りの原則 (TactM axim) (a) 他者の負担を最小限にせよ
(b) 他者の利益を最大限にせよ
寛大性の原則J (Generosi ty Maxim) (a) 自己の利益を最小限にせよ
(b) 自己の負担を最大限にせよ
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ず: 出I(Approbation Maxim) ( a) の非難を にせよ
(b) への寅 を にvせよ
の原則 Maxim) ( a) 自己への そ( 小限にせよ
(b) ゼ
立〉 (Maxim of ( a) との 克 小!壌にせよ
(b) と他者との
の原員Ij (Sympathy Maxim) (心自己と他 。〉 を最小限に















イスを脅かす可能性のある行為在「フェイス脅かし行為 (face叫tbreateningact) J (以下、 FTA













(computing the weightiness of an FTA) によって FTAの
べているむその計算式とは、 Wx=D(S川)十P(H，S) というもので































である o l2{j 1の《主張》において「けっこう」が「気を遣っている JIまあまあ気を遣って



















































また、図 7の《反論》において「けっこう jが気を遣っていると答えた回答者は全体の 56%
であり、図 8の《非難》において「けっこう 」が気を遣っている と答えた回答者は全体の 54
010
であった。








・「けっこう Jが 「誘導副詞」と して発話のなかで使用されるとき、《反論》と《非英ft))の
発話機能において、配慮表現と しての機能を果た し得る。 (A群)




これまでの調査から 11岡の発話機能論を理論の基盤として「けっこう」が 《反論》 と《非
難:))の発話機能において配慮、表現として使用されることがわかった。 これらは以下の発話
機能の 5分類のうち、{演述)の発話機能のI<81需に当たるも のである。こ れは中 田 (1991) 
の述べる 「否定的な見解など、言いにくいことを述べる場合J(p.89) という発話状況、ま







共通の詩用論的条件.①参与者 B が 当該命題を述べる根拠を有 していないこ とは 1~11~:1 ではないこ
と (山|話lほか (2010:132)) 
そして、{演述)に属する下位分類と しての発話機能は、《陳述要求》 ・《陳述》、《報告要
求》・ 《報告》、《主張要求》・《賛同)/ (<反論》、《賞賛要求》・《賞賛》、《非難》である。こ







































いえよう。また、これはリーチの合意の原則の I(a) 自己と他者との意見相違を最小 13l~ に























える。またこれはリーチの是認の原則における I(a) 他者への非難を最小限にせよ Jに則
った言語使用である。
8おわりに
以上、本研究では、渡辺 (1990) の「けっこう jの誘導副詞としての刑法に着目し、詰j=j=J
論やポライトネス理論の観点を取り入れて、「けっこう jを対人関係上の視点から考察して
きた口

















(2) 訳語は U-l1司ほか (2010) に従う。
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( 気を遣っている・まあまあ巡っている・あ主り湿っていない・1¥を遣っていない ) 
b. f18まではね司人気あったかな。」
( 気をilっている・まあまあi立っている・あま円jiっていない・気を遺っていない ) 
c. 118まではね‘けっこう人気あったかな由J









( 気そitっている・まあ主;hitlっている・あまり遭っていない‘気をi立っていない ) 
b， rAちゃんの弘生活見てきたけど・、酒飲みだと思うのよパ
( 気を追っている・主あまあ遣っている・あまりi立っていない・気をi猛っていない j 
c. fAちゃんのな生活見てきたけど…、けっこう酒飲みだと思うのよ.J
( 気そi1っている・まあまあ選っている・あまり遣っていない・気を遭っていない ) 
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